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研究課題 
中華民国期に刊行された法書に関する研究 

―銭泳による漢碑の臨書を収録した法書を中心に― 
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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

 

『 漢碑 大 観 』は、中 華 民 国 期（ 20 世 紀 初 頭・正 確 な発 行 年 不 詳）に 上 海 求古 斎 書 帖 局が 出 版 し た法

書 であ る 。盧 慧 紋 氏は「 碑 與帖 的 交 會 ── 銭 泳『 攀 雲閣 帖 』在 清 代 書史 中 的 意義 」に お い て 、『 漢 碑 大

観 』が 当 時 広 く流 通 し 、 現在 も 台 湾 や中 国 、 日 本の 図 書 館 等に 収 蔵 さ れて い る こ とを 指 摘 し てい る 。 

興 味深 い の は 、同 書が『 漢 碑大 観 』と い う 名を 冠 し てい な が ら 、実 際に は 、漢 碑 では な く 、『 攀 雲 閣

臨 漢碑 』と い う 清 代に 刊 行 され た 刻 帖 に所 収 の 、銭 泳に よ る 漢 隷の 臨 書 を ほぼ そ の ま ま収 録 し た もの

だ とい う こ と であ る 。『 攀 雲閣 臨 漢 碑』に は、銭 泳の 臨 書 し た漢 碑・魏 碑 54 種 が 収 録さ れ て お り、嘉

慶 23 年（ 1818）に完 成 し てい る 。ま た 、銭泳 は それ に 先 立 って『 攀 雲 閣帖 』と い う 刻帖 を 乾 隆 54 年

（ 1789） に 刊 行し て お り 、そ こ に も 11 種 の 漢 碑 の臨 書 が 収 録さ れ て い る。  

本 研究 で は 、 銭泳 の 『 攀 雲閣 帖 』『 攀 雲閣 臨 漢 碑 』、そ し て 民 国期 の 『 漢 碑大 観 』 に つい て 分 析 し、

そ の概 要 を 整 理し た 。『 攀 雲閣 帖 』に つ い て は 東 京学 芸 大 学 所蔵 本 、『 攀 雲閣 臨 漢 碑』に つ い て は『容

庚 蔵帖 』（ 広東 人 民 出 版 社）所 収 本 、『 漢 碑 大観 』に つ い て は浙 江 大 学 図 書館 所 蔵 本 を分 析 の 対 象と し

た 。『 攀雲 閣 帖 』に つ い て は 、『叢 帖 目 』（ 中 華書 局 ）に 記載 が 見 ら れる も の の 、これ ま で そ の詳 細 を 論

じ た研 究 は 見 られ な か っ たこ と か ら 、ま ず『攀 雲 閣臨 漢 碑 』と の 比較 を 通し て そ の 特質 を 明 ら かに し

た。興 味 深 いの は 、これ ら 二つ の 帖 に おい て は 、臨 書さ れ る 漢 碑の み な ら ず、臨 書 され た 箇 所（ 文 言 ）、

そ して 原 碑 の 欠損 部 分 の 書き 表 し 方 など 、臨 書 の 方法 が 大 き く異 な る と いう 点 で あ る 。銭泳 の 書 法は

も ちろ ん 、臨 書 に 対す る 態度 や 観 念 にも 変 化 が 見ら れ る と いえ る 。ま た 、そ れ ぞ れ の 法帖 の 用途 や 想

定 する 対 象 （ 刻帖 を 使 用 する 者 ） も 異な っ た と 考え ら れ る 。  

ま た 、『 漢 碑大 観 』につ い ては 、『 攀雲 閣 臨 漢 碑 』か ら の 改 名及 び 清 代 の 刻帖 を 法 書 とし て 影 印 出版

す るこ と に い かな る 意 義 があ っ た の かを 把 握 す べく 、求 古 斎 の 出版 理 念 、出 版物 の 一 覧 が確 認 で きる

目 録、 当 時 の 広告 の 内 容 等を 分 析 し た。  

今 後、 今 回 の 研究 を 元 に 明ら か に な った 内 容 を 二本 の 研 究 論文 に 分 け てま と め た いと 考 え て い

る 。こ れ ら の 研究 を 通 し て、 清 代 や 民国 期 に お ける 法 書 刊 行の 一 端 を 明ら か に し てい き た い 。  

【研究成果発表方法】 
発 表論 文 名 ：「 清代 の 書 人 によ る 漢 碑 の臨 書 を 収 録し た 刻 帖 に関 す る 研 究― 銭 泳 『 攀雲 閣 帖 』『 攀雲

閣 臨漢 碑 』 を めぐ っ て ー 」、「『 漢 碑 大 観』 に み る 上海 求 古 斎 の法 書 刊 行 」  

氏 名： 城 間 圭 太  

学 会誌 等 名 ：『 大学 書 道 研 究』 へ 投 稿 予定  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


